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オーディオセッション in Osaka 2017報告(2018.11.24) 

 

大阪ハイエンドオーディオショウ 2018 は 11月 23日から 25日まで心斎橋ハートン

ホテルで、オーディオセッション in Osaka 2018は 11月 24日から 25日まで南船

場ハートンホテルで開催されました。大阪ハイエンドオーディオショウには 11月 23

日に、オーディオセッションには 11 月 24 日に行ってきました。以下はオーディオ

セッション in Osaka 2018の報告です。両日とも体調が思わしくなく、駆け足で回

ってきました。 

なお、下記サイトに本ショウのレポートが掲載されています。 

   https://www.phileweb.com/news/audio/201811/30/20425.html 

  

  

 

https://www.phileweb.com/news/audio/201811/30/20425.html


１．デモの概要 

体調が回復せず、MQAなどの最新情報を入手すべく、予め目星をつけたところだ

けを急いで回りました。 

＜IOデータ機器＞ 

    

 fidataと SOUNDGENICのデモが行われていました。アンドロイド用のアプリの

リリースも間近いようです。fidataのファームウエアーの更新を実施したり、それ

に伴うアプリの更新も行っていますが、ともかく相談窓口の電話がつながらなかっ

たり、問い合わせのメール発信の場所が HPで見つからなかったりと、対応がフー

ザーフレンドリーでないなど、IT に起源を発するメーカー特有の問題があり、と

もかく門戸を広げてほしいとの要望を伝えておきました。 

＜ヒノエンタープライズ＞ 

  

 ZYXのカートリッジのデモが行われていました。 

＜トップウイング＞   



   

  M2TECのフォノイコのデモが行われていました。イコライザーカーブが選択出来

るメリットがあるのですが、いったん PCMに変換してカーブを調整するので、音

質的には満足できていません。アナログのままでイコライジングを行うフォノイコ

ライザーも発売予定とのことですが、今度はイコライザーカーブは選択できないよ

うです。 

  iFIのmicro iDSD BLを持っているので、MQA対応のファームウエアーの更新サ

ービスについて聞いてみましたが、積極的には対応しておらず、トラブル発生時に

は対応するとのことでした。また、再生ソフトは Audirvana のみで、やはり敷居

は高そうです。上級機の pro iDSD になるとフルデコードが可能とのことで、問

題は解決しますが、今度は価格が問題となります。 

＜TEAC＞   

  

 モデルチェンジしたオートグラフミニのデモが行われていました。 

＜ESOTERIC＞ 

 同社のネットワークプレイヤーが MQA の配信対応を謳っているので、MQA-CD

の盤の再生の対応はどうなっているか聞いてみましたが、MQAソフトの発売の様



子見ということでした。デモの途中でMQAのストリーミング再生のデモも行われ

るということも聞きましたが、スピーカーがアヴァンギャルドなので敬遠しました。 

＜ブライトーン＞  

  

 SOtMの一連のクロック関連機器のデモが行われていました。 

 

２．まとめ 

 MQAの情報を求めて聴き回ったのですが、オーディオ誌上で喧伝されている割に

メーカー側では、様子眺めみたいな印象を受けました。 

 

 

以上 

 


